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【世界の経済・金融情勢】 
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2 月前半の世界金融市場では、米 1 月の雇用統計、日米首脳会談、イエレン FRB

議長の議会証言など重要なイベントが相次いだ。イベントの通過で世界の金融

市場はリスクオンの展開となり、トランプラリー第 2 弾ともいえる米国株式市

場の上げが始まり 10 日以降米国株は 4 連騰で連日過去最高値を更新した。  

 

3 日の雇用統計では、非農業部門雇用が 22 万 7000 人増と市場予想の 17 万人を

大きく上回り、米国の景況感の強さを確認した。14 日のイエレン議長証言では、

雇用や物価について明るい見通しを示し、利上げについては「待ちすぎること

は賢明ではない」、「利上げを今後数回の会合で判断する」と述べた。市場では、

3 月 14〜15 日の FOMC での利上げ観測が浮上、米長期金利が上昇し、日米金

利差の拡大からドル円で 114 円台までドル高が進行することになった。  

 

トランプ大統領の政策面でも景気への期待感が膨らんだ。3 日に金融規制見直し

の大統領令にサインし、投資銀行の収益拡大期待が再浮上、9 日には今後 2〜3

週間内に「税に関する驚くべき発表」をすると発言し、大型減税をにおわせた

ことも好感している。日米首脳会談では、トランプ大統領が日本の円安誘導や

日本の自動車メーカーに対する批判を出すとの懸念があったものの、極めて友

好的に進み、日米が重要なパートナーであることを世界に発信する結果となっ

た。 
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